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白川小学校
　また、JA白石、白川公民館などのご協力を得
て「大豆づくり」にも挑戦しました。６月に種を
まき、草取りなどの世話を熱心に続け、順調な成
長を見せていた大豆でしたが、猛暑の影響で実の
育ちが悪く、さらに秋口にはイノシシが大豆畑を
荒らす事態に…。それでも、子どもたちは「来年
こそは！」という思いを持ち、早速暑さやイノシ
シ対策について調べたり、農家に聞き取りを行っ
たりするなど、体験を糧に日々成長しています。

川小学校では、郷土愛を育むために「動く
ジャンボカルタ取り大会」「白川ぶち合わ

せ太鼓」などの伝統的な取り組みを継承するとと
もに、新しい活動にも力を入れています。
　前年度から始まった全校縦割り校外学習「白川
ウォークラリー」では、本年度「高田川ミッショ
ン」を新たな活動テーマとして、網でえびや小魚
を捕まえたり、ささ舟を作って流したりと地域の
自然をたくさん感じる体験を進めました。

白白

谷小学校は、「ふるさとを誇りに思う、か
しこく、やさしく、たくましい児童の育成」

を目標として掲げ、地域と連携しながら「ふるさ
と」への誇りを醸成する活動に取り組んでいます。
　３年生は、地域の方の指導で稲作に取り組み、
田植えから収穫までを体験するとともに、収穫し
た米を児童自ら店頭販売しました。購入いただい
た方々から称賛や励ましをいただく中で、「頑張
って作ってよかった」「教えていただいた方へあ

深深

「ふるさと」を知り誇りに！

「体験」から学ぶ

りがとうを伝えたい」などの声が聞かれるなど、
生産の喜びや達成感、地域の方々への感謝の心を
高めました。ほかにも、地元保存会の協力による
深谷神明神楽の発表、郷土史家の方による市内旧
跡や歴史学習、伝統の全校かさまつ太鼓演奏など、
ふるさと深谷や本市の自然・産業、人々との関わ
りなどから多くを学んでいます。
　今後も本校では、ふるさとの良さや社会との関
わりを大切にした活動を進めていきます。

深谷小学校

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲ 小魚や小さなえびがたくさん捕れました ▲ 雑草取りは大切な仕事です▲ 種をまく際のポイントを教えてもらいました

▲ 深谷米の収穫 ▲ 全校かさまつ太鼓演奏▲ 深谷神明神楽の発表
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